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平成23年度第１四半期決算について 

 

平成 23 年８月９日 

東京電力株式会社 

 

平成 23 年度第１四半期の売上高は、前年同期比 7.2％減の 1 兆 1,331 億円（単独で

は同 7.8％減の 1 兆 779 億円）、経常損益は 627 億円の損失（単独では 717 億円の損

失）となりました。   

また、四半期純損益は、東北地方太平洋沖地震により被災した資産の復旧等に要する

費用または損失1,055億円（単独では1,053億円）に加え、単独において、福島第一原

子力発電所の事故等に関する原子力損害の賠償について、原子力損害賠償紛争審査会の

定める「東京電力株式会社福島第一、第二原子力発電所事故による原子力損害の範囲の

判定等に関する中間指針」を踏まえた見積額3,977億円を特別損失に計上したことなど

から5,717億円の損失（単独では5,738億円の損失）となりました。 

 

 販売電力量は、お客さまにおける節電のご協力や生産活動の落ち込みの影響などに 

より、全ての用途で前年同期の水準を下回ったことなどから、前年同期比 12.1％減の

602億kWhとなりました。 

内訳としては、電灯は前年同期比 10.0％減の 205 億 kWh、電力は同 11.3％減の    

23億kWh、特定規模需要は同13.2％減の373億kWhとなりました。 

 

収入面では、電気事業において、販売電力量が減少したことなどにより、電気料収入

は前年同期比 8.1％減の 1 兆 62 億円となりました。これに地帯間販売電力料や他社 

販売電力料などを加えた売上高は、前年同期比 7.2％減の 1 兆 1,331 億円（単独では 

同 7.8％減の1兆 779 億円）、経常収益は前年同期比7.4％減の1兆 1,590 億円（単独

では同7.2％減の1兆1,029億円）となりました。 

 

一方、支出面では、電気事業において、燃料価格の高騰などにより燃料費が増加した

ことなどから、経常費用は前年同期比 1.7％増の 1 兆 2,218 億円（単独では同 1.5％

増の1兆1,746億円）となりました。 

 

以 上 
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 決算概要  

◆連結決算
　                                                         　　　(単位：億円)

23年度 22年度
第１四半期 第１四半期

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ(%)

 △

 △

  

△  △

  

△ △ △
(注) 23年度第１四半期 ： 連結子会社数 167社 　持分法適用関連会社数 71社

22年度第１四半期 ： 連結子会社数 171社 　持分法適用関連会社数 62社
22年度           ： 連結子会社数 168社 　持分法適用関連会社数 70社

◆単独決算
　                                                         　　　(単位：億円)

23年度 22年度
第１四半期 第１四半期

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ(%)

 △

 △

  

△  △

  

△ △ △

◆販売電力量
(単位：億kWh)

23年度 22年度
第１四半期 第１四半期

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ(%)

△

△

△

( ) ( ) (△ ) ( )

 △

◆配当状況

配当金総額 配当性向(連結)

（年間） （％）

24年３月期 0.00

23年３月期 30.00

特 別 損 失 5,032 571 4,460

83

－

30.00 0.00 40,500 －

0.00 0.00  －

430 57

87.9

 
１株当たりの年間配当金（円）

中　間 期　末

合         　　計 602 684

228 23

86.8

(再掲)大 口 電 力 187 205 17 91.5

特 定 規 模 需 要 373

比　較

90.0

電　     　 　 力 23 26 3 88.7

電　 　 　  　 灯 205

5,564 －四 半 期 純 損 益 5,738 174

101.5

経 常 損 益 717 312 1,030 －

経 常 費 用 11,746 11,578 168

92.2

経 常 収 益 11,029 11,890 861 92.8

売 上 高 10,779 11,690

四 半 期 純 損 益 5,717 54

910

201

92.8

経 常 収 益 11,590 12,511

11,331 12,216 885売 上 高

101.7

－494 1,122

920

経 常 費 用 12,218 12,016

経 常 損 益

　平成22年４月１日～
　平成22年６月30日

比　較

比　較

　平成23年４月１日～
　平成23年６月30日

92.6

5,663

627

－

880.0

887.7特 別 損 失 5,030 566 4,463

（予想）

（百万円）
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   収支比較表（当社単独）  

23年度第１四半期 22年度第１四半期

( 億円 ) ( 億円 ) ( 億円 ) ( ％ )

（　売　上　高　） ( 10,779 ) ( 11,690 ) (△ 910 ) ( 92.2 )

電 灯 料 4,305 4,746 △ 440 90.7

電 力 料 5,757 6,199 △ 442 92.9

小　　　計 10,062 10,945 △ 882 91.9

そ の 他 966 944 21 102.3

計 11,029 11,890 △ 861 92.8

人 件 費 998 1,154 △ 155 86.5

燃 料 費 4,047 3,143 903 128.7

修 繕 費 621 937 △ 315 66.3

減 価 償 却 費 1,575 1,667 △ 92 94.5

購 入 電 力 料 1,771 1,673 97 105.8

支 払 利 息 326 316 10 103.3

租 税 公 課 864 929 △ 64 93.0

原子力ﾊﾞｯｸｴﾝﾄﾞ費用 266 301 △ 35 88.3

そ の 他 1,276 1,454 △ 178 87.7

計 11,746 11,578 168 101.5

△ 717 312 △ 1,030 -     

△ 11 34 △ 46 -     

2 -           2 -     

5,030 566 4,463 887.7

△ 5,738 △ 289 △ 5,449 -     

△ 0 △ 114 114 -     

△ 5,738 △ 174 △ 5,564 -     

（注）億円未満を切り捨てて表示しております。

特 別 損 失

（Ｂ）

四 半 期 純 損 益

比　　較

法 人 税 等

税 引 前 四 半 期 純 損 益

原子力発電工事償却準備金

経 常 損 益

　平成22年４月１日～
　平成22年６月30日

経
　
　
常
　
　
費
　
　
用

　平成23年４月１日～
　平成23年６月30日

渇 水 準 備 金

（Ａ）－（Ｂ） （Ａ）／（Ｂ）
（Ａ）

経

常

収

益

項　　　　　　目
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 通期の見通し  

 
 

平成 23 年度の業績見通しについては、東北地方太平洋沖地震による被災の影響に 

より、需要と供給力の両面において、今後の動向を見極めることが困難であることなど

から、売上高・経常損益・当期純損益ともに未定としております。 

 今後、業績見通しがお示しできる状況となった段階で、速やかにお知らせいたします。 

 

 

＜通期の見通し＞ 

 連 結 単 独 

売 上 高 未定 未定 

経 常 損 益 未定 未定 

当 期 純 損 益 未定 未定 
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＜参考１＞ 

 

収支諸元表（単独） 

 

 23年度第１四半期 

（実績） 

販 売 電 力 量 

（対前年度増減） 

602億kWh 

（12.1％減） 

原 油 価 格 (全 日 本 C I F ) 114.99㌦／ﾊﾞｰﾚﾙ 

為替レート（ ｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ） 81.72円／㌦ 

原 子 力 設 備 利 用 率 29.0％ 

出 水 率 98.3％ 
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＜参考２＞ 

 

特別損失の内訳（単独） 

 

＜災害特別損失＞ 

内  訳 
23年度第1四半期

(今年度の追加計上額)

22年度実績 

(既計上額) 

参考 

(累積計上額) 

○福島第一原子力発電所１～４号機

に関するもの 
693億円 6,333億円 7,027億円

○その他 359億円 3,842億円 4,201億円

合  計 1,053億円 1兆 175億円 1兆1,228億円

 

（注）現時点の合理的な見積額を計上している。 

   

 

 

 

＜原子力損害賠償費＞ 

内  訳 金  額 

○精神的損害 882億円

○その他（就労損害、営業損害他） 3,094億円

合  計 3,977億円

 

（注）現時点の合理的な見積額を計上している。 

 

 

以 上 


